
犬
豆
回
申

R
z
=守
-
目

'--1種蝿
置
物
語
可
【
骨
思
-
回
一
同
曹
骨
}

弘

司

醐

嘩

車

銀
行
秘
密
の
維
持
さ
所
得
税
・
・
・
-
法
相
学
博
士

趨
本
居
宣
長
の
経
済
思
想
・
・
・
・
・
・
・
建
目
撃
博
士

一
一
川
利
子
に
於
け
る
勢
力
の
作
用
・
・
・
・
・
究
撃
博
士

斗
日
本
の
家
族
制
度
三
民
法
・
・
・
・
・
・
丈
一
号
博
士

l

l

:

韻

苑

大
量
じ
就
い
J

K

H

H

明
白
咽
制
服
消
剛
日

工
業
三
商
業
三
の
交
渉
・
・
・
・
・
経
済
畢
士

雑

録

所
得
八
刀
配
統
計
の
研
究
方
法
・
・
・
・
・
経
霊
平
博
士

京
都
市
に
於
け
る
消
費
組
合
・
・
額
一
宮
牢
土

金
ご
物
債
さ
の
閥
係
に
就
て
・
・
・
経
一
御
率
土

当

2
3
0
E
の
二
著
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
車
工
博
士

法

令

郵
便
貯
金
利
子
割
舎
ノ
件
中
吹
正
・
米
副
眠
法
第
二
傑
ノ
規
定
ヲ
樺
太
昌
施
行
ス
ル
ノ
件
・
米
穀
法
第
二
傑
ノ
規
定

-
一
依
リ
米
及
籾
ノ
輸
入
税
増
加
ノ
件
・
昭
和
三
年
勅
令
第
二
十
二
披
米
穀
法
第
二
傑
ノ
規
定
三
棋
ル
米
及
籾
ノ
輸

入
制
限
昌
関
ス
ル
件
中
吹
正
・
無
議
業
法
ヲ
樽
太
=
施
行
見
ル
ノ
件

附

録

新
着
外
関
経
済
雑
誌
主
要
論
題

本
誌
第
三
十
一
巻
線
目
録

-;望書二二寸a 勾Z ヨZ ヲF日野呂辛子電車世 田

占

議

輔

眠

一
脚
戸
正
雄

本

庄

柴

治

郎

高

田

保

馬

三

浦

周

行

磯幡

宮'~ } J I 

出
川
一
一

喜
一

財一谷汐

部谷口見
藤
静一吉三

治郎彦郎



-

._< 

日

本

の

家

族

制

度

ミ

民

法

(
下
)

浦

周

オ子

:i!i 

新
奮
民
法
の
比
較

新
民
法
が
其
所
有
権
及
び
契
約
の
自
由
を
原
則
ご
し
た
内
容
、
仰
向
蘭
西
民
法
の
外
、
多
〈
濁
逸
民
法
草
案
を
占
畳
一

考
し
た
事
、
共
他
立
法
の
技
術
に
悦
て
混
に
密
民
法
信
凌
駕
し
，
L
b
ゐ
v
h
7
1
U
J
K

よ
円
二
日
人
お
も
な
い
っ
併
し
ψ

旬、

で
は
新
民
法
の
俊
丈
中
に
於
て
、
前
の
奮
民
法
の
非
難
に
封
す
る
解
樺
が
如
何
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
か
を
検
討
し

て
見
る
事
ざ
す
る
。
第
一
、
親
族
に
つ
い
て
、
新
民
法
に
は
親
族
法
総
則
第
七
百
二
十
五
健
司
一
」
左
ニ
掲
h
p
y
者

A

之
ヲ
親
族
ト
ス
」
ざ
い
っ
て
、

大
規
等
内
ノ
血
族

臨
偶
者

三
羽
等
内
ノ
湖
族

を
列
曲
事
し
、
我
圃
の
慣
習
に
依
h
親
族
な
る
文
字
は
必
や
し
も
血
統
の
み
を
指
す
も
の
仁
限
ら
ゴ
る
が
如
〈
‘
親

族
ぜ
」
姻
族
ど
を
匝
別
す
る
も
甚

r煩
は
し
さ
し
て
、
親
族
な
る
文
字
営
、
血
族
及
び
姻
族
に
通
じ
て
用
ゐ
た
る
の

相
違
は
あ
る
も
、
ぞ
れ
は
文
字
の
相
違
丈
で
あ
っ
て
、
六
親
等
内
の
血
族
を
親
族
ご
す
る
は
、
奮
民
法
第
十
九
傍

第
二
項
仁
、

Z品

叢

日
本
の
家
旗
制
度
と
民
法

第
三
十
一
巻

/¥. 

第
瓦
務

六
五



町

ミヨム
両院1

基E

日
本
自
家
族
制
度
k
氏
法

第
三
十
一
巻

i¥ 

第
五
披

六
六

六
親
等
ノ
外
川
親
属
ノ
関
係
ア
ル
モ
民
法
上
ノ
効
カ
ヲ
生
セ
Z

さ
い
へ
る
に
一
致
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
扶
養
の
義
務
じ
つ
い
ー
で
は
、
新
民
法
じ
は
親
族
法
第
八
章
扶
養
の
義
務
第

九
百
五
十
四
傑
仁
、

直
系
血
族
及
ヒ
兄
弟
姉
妹
ハ
瓦
-
一
扶
養
ヲ
匁
ス
義
務
ヲ
寅
フ

さ
あ
る
が
、
そ
れ
は
奮
民
法
人
事
編
第
二
十
六
俸
の

直
系
ノ
親
族
ハ
相
互
z
w官
料
ヲ
総
λ

ル
義
務
ヲ
賀
除
ヌ

ざ
い
ふ
さ
大
同
少
具
で
'
の
る
。
町
も
奮
民
誌
に
使
用
さ
れ
た
金
銭
を
意
味
す
ご
解
さ
る
、
養
料
の
文
字
の
代
ち
に
、

新
民
法
に
は
必
ら
十
し
も
金
銭
を
輿
ふ
る
に
限
ら
な
い
さ
こ
ろ
の
扶
養
の
文
字
を
使
用
し
允
女
で
あ
る
n

而
し
て

民
法
修
正
案
理
白
書
J

ど
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
「
本
案
ュ
於
-
7
A
阪
成
母
胤
(
日
時
一
止
法
ノ
主
義
ヲ
採
用
ジ
ア
、
扶
養
ノ

義
務
ヲ
負
捨
ス

Y

モ
/
、
範
園
ヲ
狭
ク
セ

y
ト
雄
毛
、
家
族
制
度
ヲ
認
メ
タ
Y
結
果
ト
シ
-
プ
、
戸
主
A

実
家
族
ヲ

扶
養
ス
ぺ
キ
モ
ノ
」
ざ
し
た
事
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
卸
七
新
民
法
に
於
て
も
、
主
義
さ
し
て
は
、
普
民
法
の
そ
れ

を
採
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
康
子
の
嫡
出
子
ぎ
な
る
場
合
に
つ
い
て
、
新
民
法
親
旗
編
第
四
章
親
子
第
二
款
展
予
及
び
忍
生
平
第
八

百
三
十
六
僚
に
於
て
、

庶
子
ハ
其
父
母
ノ
婚
姻
三
間
P
テ
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
取
得
見



婚
州
明
中
失
母
力
認
知
シ
タ
ル
私
生
子
ハ
其
認
知
ノ
時
ヨ
リ
摘
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
取
得
ス

さ
規
定
し
て
ゐ
る
の
は
、
奮
民
法
、
人
事
編
第
百
三
僚
に
、

庶
子
ρ

父
母
ノ
婚
姻
品
因
F
テ
嫡
出
子
ト
ナ
ル

在
生
子
ハ
尖
母
婚
姻
ノ
後
尖
ノ
認
知
U
9
ル
=
図
リ
テ
嫡
出
子
ト
ナ
ル

さ
同
意
で
あ
る
事
、
民
法
修
正
案
理
由
書
の
同
燥
に
、

「
本
保
A

既
成
法
典
人
事
編
第
百
三
保
乃
至
第
百
五
傑
ノ

精
神
ヲ
採
用
シ
タ
戸
モ
ノ
ナ
η
ノ
」
さ
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
も
知
れ
よ
う
。

既
に
慎
一
一
一
の
B

時
の
J

線
機
松
山
村
ふ
事
に
つ
い
♂
し
は
、
新
民
治
親
族
法
焔
五
章
親
催
、
焔
一
悩
細
川
、
婦
人
百
七

十
七
傑
第
二
項
に
、

尖
カ
知
レ
サ
ル
ト
キ
、
死
亡
V

ダ
ル
ト
キ
、
業
7
4古
リ
タ
ル
ト
キ
、
又
ρ

親
権
7
行
フ
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
家
ユ
在
ル
母
之
ヲ
行
7

さ
あ
っ
て
父
の
な
き
時
、
あ
る
も
、
親
権
を
行
ふ
こ
さ
能
は
‘
ぎ
る
時
に
、
家
に
あ
る
母
の
親
権
を
行
ふ
事
は
、
奮

民
法
人
事
編
第
百
四
十
九
焼
芝
同
意
で
あ
る
。
而
し
て
親
権
を
行
ふ
父
又
は
母
が
、
禁
治
産
者
の
後
見
人
さ
な
る

事
も
亦
新
民
法
の
親
族
法
第
六
章
後
見
、
第
二
節
後
見
の
機
関
、
第
一
款
後
見
人
第
九
百
二
僚
じ
規
定
す
る
ぜ
」
こ

ろ
で
ゐ
る
。

以
上
の
比
較
調
照
の
結
果
は
、
新
奮
民
法
の
規
定
の
聞
に
大
差
が
な
い
。
も
ご
よ
り
こ
れ
以
外
に
も
、
雨
者
の

相
違
は
な
い
で
は
な
い
が
、
新
奮
民
法
賞
施
の
直
前
に
於
て
、
賛
否
の
雨
論
者
が
火
花
を
散
ら
し
た
論
宰
の
焦
勤

1命

叢

日
本
白
家
族
制
度
と
民
法

第
三
十
一
巻

丹、

第
五
披

大
七

剥却



音曲

叢

日
本
の
家
族
制
度
と
民
法

第
三
十
一
巻

八
三
四

第
五
披

』、F

、

J

ノ一，，，

は、

A
ー
か
ら
冷
静
に
考
へ
る
さ
、
少
〈
さ
も
親
族
、
相
舗
に
閲
す
る
規
定
に
於
て
は
、
率
問
上
殆
ざ
無
意
義
で
あ

っ
た
ず
」
断
じ
て
差
支
が
な
い
。

そ
れ
に
は
も
三
よ
り
種
々
の
原
因
は
あ
っ
た
ら
う
が
、
新
民
法
の
修
正
が
、
多
岐
に
亙
っ
て
、
我
古
法
奮
慣
の

調
査
じ
専
ら
な
る
事
が
出
来
十
、
多
〈
は
徳
川
時
代
か
ら
明
治
の
初
年
へ
か
け
て
の
慣
朝
日
を
見
だ
に
過
ぎ
な
か
っ

た
か
ら
、
此
貼
に
於
て
は
、
蓄
民
法
よ
り
以
上
に
齢
b
出
で
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
も
の
ぜ
見
る
ぺ
き
で
あ
ら
う
。

次
ド
浩
氏
訟
の
買
胤
に
賛
成
し
た
も
め
は
w

相
む
伽
治
思
4
4
伯
で
あ
っ
て
J

」
れ
一
し
い
民
針
し
恥
い
も
の
は
持
始
感
謝
国

濁
法
挙
者
で
わ
っ
た
の
は
、
感
恨
の
清
忌
ざ
い
ふ
戚
情
問
題
の
大
に
動
い
て
ゐ
仕
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
営
時
反
罰

論
者
で
あ
っ
た
東
京
日
々
新
聞
が
、
民
法
修
正
論
に
於
て
、
「
偽
圃
民
法
の
成
典
あ
り
て
以
来
、
欧
洲
法
華
の
進
歩
、

英
に
濁
に
皆
顕
著
な
る
も
の
あ
り
、
而
し
て
本
邦
固
有
の
治
理
、
方
に
宜
(
裂
遣
を
促
さ
ん
ご
す
る
に
於
て
、
巴

に
腐
警
に
傾
げ
る
偽
幽
成
典
の
法
理
を
襲
用
し
、
」
云
々
さ
論
じ
立
て
、
ゐ
た
の
も
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
又
働
法
準

者
の
一
人
磯
部
四
郎
氏
が
こ
れ
を
反
駁
し
て
、
英
に
は
印
度
法
の
外
、
成
文
の
民
法
な
く
、
濁
の
草
案
は
貫
に
偽

型
よ
り
出
で
、
彼
此
の
間
、
格
段
差
異
な
し
さ
反
院
し
て
ゐ
る
が
如
き
も
、
亦
皆
ぞ
れ
で
あ
っ
た
。
(
駁
東
京
日
々
新

閲
兵
法
修
正
論
〉

き
れ
ば
彼
等
諸
島
唱
者
の
聞
に
は
、
偽
副
法
型
の
民
法
h
z
成
立
さ
す
事
に
封
し
て
の
英
猫
法
奉
者
の
嫉
妬
な
h

さ
看
倣
し
て
を
っ
た
も
の
も
あ
る
。
前
記
英
法
曲
学
者
十
一
人
の
法
典
賓
施
延
期
意
見
書
に
劃
し
て
、
偽
法
皐
者
が
、



「
彼
等
の
意
見
書
な
る
も
の
は
新
法
に
劃
す
る
馬
告
の
み
、
誹
誘
の
外
、

至
れ
る
原
因
は
謬
見
な
。
、
配
ur
れ
ば
妄
想
な
り
、
否
さ
れ
ば
逼
慮
な
り
、
不
門
さ
れ
ば
妬
心
な
り
、
」
ぜ
い
っ
て
ゐ

一
ど
し
て
根
健
ゐ
る
の
言
語
な
し
、
是
に

る
が
如
き
は
、
実
露
骨
な
表
現
で
あ
る
。
(
法
治
協
曾
雑
誌
務
外
癖
妄
)

加
之
明
治
二
十
年
代
に
は
過
去
の
極
端
な
る
欧
化
主
義
の
反
動
と
し
て
、
岡
民
の
聞
に
、
岡
家
精
神
が
旺
盛
ぜ

な
hz
旬
、
国
粋
保
存
の
理
主
向
く
な
っ
て
来
た
。
是
時
に
営
っ
て
、
民
法
は
羅
馬
法
の
融
課
で
ゐ
っ
て
、
国
轄
に
背

反
す
ご
か
、
国
情
奮
慣
を
顧
み
す
さ
か
、
耶
蘇
致
の
個
人
主
義
に
基
づ
い
て
ゐ
る
か
ら
、
民
法
出
で
、
、
忠
孝
む
h
b

で
か
、
あ
ら
ゆ
乙
庇
刷
家
主
識
的
な
灰
習
の
掛
在
浴
せ
ら
れ
て
は
、

岡
氏
が
業
務
に
合
せ
て
踊
っ
た
の
も
無
理
な

ら
ぬ
事
で
あ
っ
て
、
此
国
民
の
輿
論
に
費
し
て
は
、
働
法
事
者
も
.
苦
戦
を
兎
れ
な
か
っ
た
事
が
、
確
か
に
共
有

力
な
る
敗
因
を
な
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
而
か
も
そ
れ
は
皐
問
上
よ
り
見
て
徐
b
根
擦
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

雨
論
者
土
(
ド
古
法
奮
慣
に
陪
き
勤
に
於
て
は
五
十
歩
百
歩
で
あ
っ
た
か
ら
、
斯
る
不
得
要
領
の
結
果
さ
な
っ
た
も

の
ご
断
や
る
の
外
は
な
い
。

...10. 
J、

家
族
制
度
の
誤
認

そ
れ
に
つ
い
て
在
の
深
く
遺
憾
ご
す
る
さ
ニ
ろ
は
、
新
奮
の
民
法
が
、
我
園
古
来
の
家
族
制
度
さ
し
て
採
用
し

て
ゐ
る
事
が
、
其
貫
一
一
糊
の
誤
認
で
あ
っ
た
事
で
あ
る
。
更
に
詳
し
く
い
へ
ば
、
我
国
の
封
建
時
代
の
末
期
、
戦

Z品

叢

日
木
の
家
族
制
度
と
兵
法

第
三
十
一
巻

八
三
五

第
五
披

六
九



4

4

i

l

リ

Z品

叢

日
本
の
家
族
制
度
と
民
法

第
三
十
一
巻

八
三
六

第
五
披

Fヒ
O 

園
時
代
か
ら
以
後
、
武
士
ざ
い
ふ
限
ら
れ
た
枇
舎
に
行
は
れ
た
慣
習
古
法
に
過
ぎ
な
か
っ
た
事
で
あ
る
。
同
じ
家

族
制
度
ご
い
っ
て
も
、
希
臓
、
羅
馬
の
古
代
に
行
は
れ
た
も
の
芯
、
東
洋
諸
国
の
古
代
じ
行
は
れ
た
も
の
さ
の
問

に
は
、
岡
民
性
の
反
映
ご
し
て
の
差
異
貼
が
見
ら
れ
る
が
、
同
一
園
の
家
族
制
で
あ
っ
て
も
亦
時
代
の
前
後
に
依

つ
て
は
多
少
の
襲
遷
あ
る
を
免
れ
な
い
。

我
幽
の
戦
闘
時
代
以
、
諸
大
名
割
擦
の
時
代
で
ゐ
っ
て
、
生
存
競
争
の
最
も
激
烈
で
あ
っ
た
魚
め
に
、
彼
等
は

何
時
敵
闘
の
侵
入
を
受
り
ん
も
測
L

り
難
か
り
わ
い
か
ら
，
厳
重
な
る
怯
制
を
設
り
て
b

領
民
の
結
東
を
回
〈
し
b

こ

れ
が
震
め
に
は
、
彼
等
の
自
由
を
拘
束
し
て
、
領
主
の
方
針
に
合
致
せ
し
め
な
け
れ
ば
己
ま
な
か
っ
た
。
梅
川
時

代
は
又
此
前
代
の
延
長
ご
し
て
、
業
法
制
の
多
く
を
踏
襲
し
、
平
和
が
長
〈
打
績
い
て
、
著
し
く
其
必
要
な
減
殺

さ
れ
た
後
迄
も
、
猶
は
こ
れ
を
保
存
し
て
ゐ
た
。
殊
に
武
士
の
如
き
は
、
軍
人
ご
し
て
、
又
枇
曾
の
中
心
ざ
し
て

其
行
動
に
種
々
の
拘
束
制
限
を
受
り
つ
、
あ
っ
た
特
別
の
階
較
に
麗
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
問
。
て
他
の

多
数

ω
一
一
般
園
民
を
律
す
ぺ
き
で
な
い
。
新
奮
民
法
の
立
法
者
が
、
思
を
こ
、
に
致
す
こ
さ
を
忘
れ
て
、
我
園
民

性
が
、
政
策
上
抑
屈
さ
れ
て
ゐ
た
職
園
時
代
の
武
士
階
級
に
行
は
れ
た
法
律
羽
田
慣
を
根
嬢
ご
し
た
の
は
決
し
て
嘗

を
得
た
も
の
さ
謂
ム
事
が
出
来
ぬ
。
世
界
の
交
通
が
聞
け
て
、
文
化
の
向
上
後
展
す
ぺ
き
時
に
際
し
て
は
、
立
法

者
は
強
ち
悉
く
此
種
の
奮
慣
古
法
に
拘
泥
す
ぺ
き
で
な
く
、

一
面
、
他
の
文
明
園
の
立
法
を
も
塞
酌
し
て
、
時
来

の
推
移
麗
遷
に
臆
事
ヲ
ペ
ミ
用
意
を
梯
ふ
さ
共
に
、
他
面
に
は
又
我
園
民
性
が
比
較
的
自
由
の
地
位
に
置
か
れ
て
、



伸
長
暢
達
す
る
事
の
出
来
た
時
代
の
奮
慣
古
法
を
考
察
し
て
、
我
園
民
性
の
特
性
を
窮
め
、
こ
れ
を
以
て
立
法
に

資
す
る
の
必
要
が
あ
ら
う
さ
思
は
れ
る
。
況
ん
や
圃
民
性
は
一
時
抑
座
さ
れ
て
、
不
自
然
な
溌
育
を
詑
げ
で
も
、

抑
魅
の
手
が
一
た
び
弛
む
か
、
又
は
撤
回
さ
れ
る
さ
共
に
、
次
第
に
其
本
質
に
立
返
る
事
が
出
来
た
に
於
て
を
や
。

況
ん
点
、
又
斯
る
不
具
的
な
愛
育
は
武
士
の
一
階
扱
に
限
ら
れ
た
事
で
あ
っ
て
、
国
民
中
の
大
多
数
を
占
h
u

る
武
士

以
外
の
佐
川
氏
は
干
捗
の
手
が
武
士
程
に
強
く
な
〈
、
或
結
に
於
て
は
金
〈
放
任
さ
れ
て
ゐ
た
が
免
め
に
、
古
来
の

習
慣
古
法
一
か
、
彼
等
の
間
に
、
一
連
槙
的
、
惇
統
的
に
生
き
て
を
つ
だ
に
於
て
を
や
。
在
は
ま
(
最
も
顛
著
な
る
賓
例

ご
し
て
家
脇
田
及
ぶ
財
産
相
鵠
仁
掬
す
る
葎
慣
古
泌
を
製
d

り
る
，
コ
」
t

h

)

だ
い
。

七

相
績
の
古
法
奮
慣

我
闘
は
古
来
家
督
相
模
tr」
財
産
相
輔
さ
か
並
び
行
は
れ
、
何
れ
も
被
相
績
人
の
意
士
山
に
依
っ
て
決
し
た
ゃ
う
で

あ
っ
て
、
家
管
相
績
人
の
如
き
は
、
必
や
し
も
嫡
長
子
さ
隈
ら
な
か
っ
た
が
、
財
産
相
績
は
一
般
に
分
配
制
が
行

は
れ
て
ゐ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
中
古
唐
制
を
採
用
し
た
後
に
は
、
家
督
相
靖
人
は
嫡
長
子
に
定
め
、
財
産
は
特
別
財

産
を
家
骨
相
寝
入
の
相
題
す
る
事
ご
し
た
外
は
、
法
律
上
、
分
配
制
を
採
っ
て
を
り
、
唐
に
於
て
原
則
ご
し
で
相
震

か
ら
除
外
し
た
相
積
人
の
妻
迄
も
分
配
に
預
か
る
事
に
し
て
ゐ
る
。

一
般
の
慣
習
に
於
て
も
、
男
女
を
聞
は
守
、

遺
産
の
分
配
を
受
げ
、
其
割
合
は
敢
て
法
定
分
配
制
に
譲
る
事
な
く
、

一
に
被
相
績
人
の
意
志
に
依
っ
て
決
せ
ら

言命

議

七

日
本
の
家
族
制
皮
と
民
法

第
三
十
一
巻

八
三
七

第
五
披

羽

-
J
J
}
t刈
叩
叩
州
刊
明
、
品
川

λ
t
n
i



論

叢

日
注
目
家
族
制
度
と
民
法

入
=
一
八

第
五
時
抗

七

第
三
十
一
巻

=

け

じ

ん

れ
て
わ
た
。
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
勝
軍
直
轄
の
武
士
た
る
御
家
人
の
相
績
怯
も
、
亦
こ
れ
ず
」
同
様
で
あ

つ
花
。
「
競
z
嫡
子
一
者
、
父
祖
取
立
之
家
督
也
、
不
レ
可
ν
依
-
一
生
得
之
長
男
-
」
〈
畑
田
文
書
延
慶
三
年
二
月
七
日
鎌
倉
将
軍
網

教
書
}
ぜ
あ
る
は
、
家
管
相
績
人
た
る
嫡
子
の
選
定
が
必
や
し
も
兄
弟
の
順
位
じ
依
ら
ざ
る
事
を
示
し
て
ゐ
る
。

而
し
て
此
時
代
じ
は
、
中
古
の
令
じ
於
て
、
多
少
の
制
限
を
免
れ
な
か
っ
た
女
子
の
如
き
も
、
男
子
芯
同
じ
〈
何

等
の
制
限
セ
受
け
や
に
分
配
を
受
け
、
特
有
の
財
産
所
有
を
許
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
時
代
仁
は
軍
投
業
他
の
鰐
軍
じ

劉
寸
4
0
義
務
は
、
支
所
有
の
土
地
の
高
仁
制
憤
て
ら
れ
れ
仏
も
の

t
め
つ
で
、
女
子
め
如
引
い
-
地
人
少
年
記
北
(
に
、

な
み

職
場
に
は
代
人
を
以
て
召
集
に
臆
品
ゆ
る
事
を
許
さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
、
女
子
さ
離
も
、
御
家
人
並
に
取
扱
は
れ
、
幕

「

吋

め

ま

府
が
異
国
症
伐
計
書
を
後
表
し
た
時
の
如
き
は
、
九
州
の
一
後
家
尼
が
、
其
召
集
命
令
に
膳
性
し
め
ん
が
潟
め
に

古
代
に
纏
い
で
其
子
を
従
軍
さ
せ
る
さ
届
出
で
、
を
り
、
中
じ
は
婦
女
子
自
身
、
京
都
仁
出
で
、
大
番
投
に
服
し
た

も
の
さ
へ
も
あ
っ
た
。
斯
〈
て
遺
産
分
配
の
行
は
れ
た
後
に
は
、
こ
れ
を
幕
府
に
届
出
で
、
鼎
軍
の
認
可
販
ハ
安
堵

吠
)
を
得
る
手
績
を
執
る
が
、
其
後
仁
於
て
、
若
し
更
に
被
相
槙
人
が
遺
言
賊
(
譲
扶
)
仁
依
っ
て
前
日
の
虞
n
?
を
襲
更

す
る
ず
」
も
、
崎
市
軍
の
認
可
献
を
以
て
被
相
頼
人
の
遺
言
般
に
封
抗
す
ぺ
か
ら
ぎ
乙
事
ざ
し
、
被
相
頼
人
の
最
後
の

意
志
表
示
を
以
て
有
効
ざ
し
て
ゐ
る
。
(
御
成
敗
式
目
)
も
さ
よ
り
此
時
代
さ
で
も
、
一
子
相
績
の
風
が
絶
封
じ
な
か
っ

た
鐸
で
は
な
い
っ
殊
に
鎌
倉
幕
府
の
末
路
に
瀕
し
て
は
、
御
家
人
の
窮
乏
よ
り
、
遺
産
を
相
績
す
一
へ
き
子
の
多
き

場
合
に
は
、
こ
れ
を
彼
等
に
分
配
す
る
事
に
依
っ
て
、
家
費
の
分
散
を
来
光
し
、
構
軍
仁
勢
す
る
軍
役
其
他
の
義



議
選
一
一
顎
議
長

ヤ待

務
を
全
う
し
難
き
恐
れ
あ
り
さ
し
て
、
実
遺
産
は
奉
げ
て
嫡
子
じ
の
み
相
鰻
さ
せ
る
事
ざ
し
た
賓
例
が
現
は
れ
出

し
た
。
一
元
字
三
年
十
一
月
二
十
六
日
の
散
位
宗
度
の
譲
肢
に
「
依
ν
魚
ニ
所
領
最
少
分
一
、
不
レ
及
=
忠
子
配
分
一
之
問
、

一
回
不
轍
所
ニ
譲
渡
一
」
ざ
い
っ
て
嫡
子
増
一
九
じ
の
み
相
績
さ
せ
、
〈
朽
木
文
書
〉
又
一
万
徳
二
年
三
月
十
八
日
沙
禰
長

か
み

快
の
譲
蹴
に
「
雌
ν
可
ν
相
-
一
分
県
子
等
一
、
分
限
狭
少
之
問
、
於
j
A
T

ニ
相
分
一
者
、
依
不
ν
可
逢
一
一
上
之
御
大
事
-
、
譲
二
渡

通
崎
一
人
一
者
也
」
ご
い
っ
て
、
嫡
子
通
時
に
の
み
相
輔
さ
せ
て
ゐ
る
が
如
き
は
.
業
一
例
で
ゐ
る
。
併
し
ぞ
れ
は

寧
み
例
外
で
あ
っ
て
b

原
則
ざ
し
吋
は
、
遺
産
分
配
制
が
行
は
れ
て
ゐ
穴
の
で
ゐ
る
。
而
し
て
こ
れ
は
摘
ち
武
士

枇
舎
ば
か
h
J
で
な
く
、

一
一
般
枇
曾

γ
共
通
の
慣
習
で
め
っ
口
。

然
る
に
此
例
外
た
る
一
子
相
積
が
却
て
原
則
ざ
な
っ
て
、
分
割
相
績
が
例
外
さ
な
る
仁
至
つ
セ
の
は
、
足
利
時

代
、
殊
に
所
謂
戦
闘
時
代
ざ
な
っ
て
か
ら
の
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
生
存
競
争
が
激
烈
ざ
な
っ
た
一
方
に
第
二

軍
役
等
の
主
人
に
劃
す
る
負
携
が
重
く
な
り
、
枇
舎
の
車
位
た
る
家
の
如
き
も
、
家
族
の
結
束
を
輩
固
に
し
て
、

其
安
全
永
績
を
固
ら
む
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
来
た
が
、
そ
れ
に
は
家
督
相
頼
人
た
る
総
領
に
家
督
T
」
共
に
全
財
産

を
相
績
さ
せ
、
家
族
た
る
康
子
は
組
領
の
統
制
の
下
に
、
実
扶
養
を
受
け
、
協
力
一
致
し
て
穂
領
を
助
け
る
が
よ

い
芭
思
惟
さ
る
、
じ
至
っ
た
か
ら
で
、
爾
来
綿
領
以
外
の
康
子
は
一
家
の
震
め
に
一
身
を
犠
牲
に
し
て
斎
摩
す
る

か
、
然
ら
宇
ん
ば
出
で
、
他
家
を
相
績
す
る
を
例
さ
し
た
。
同
時
に
一
般
の
財
産
相
槙
仁
は
女
子
及
び
他
人
を
排

し
て
相
績
か
ら
除
外
す
る
に
傾
か
せ
た
。
こ
れ
は
女
子
が
婿
し
て
他
家
の
人
さ
な
る
さ
共
に
、
実
相
槙
し
た
財
産

論

叢

日
本
白
家
族
制
度
と
民
法

第
三
十
一
血
管

八
三
九

第
五
就

七
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叢

日
本
白
家
族
制
度
と
民
法

第
三
十
一
巻

i¥. 
四
O 

第
五
批

七
四

も
、
自
然
他
家
に
行
く
恐
れ
が
あ
る
潟
め
で
あ
っ
て
、
縦
ひ
こ
れ
に
相
績
さ
せ
る
さ
し
て
も
、
女
子
の
一
生
に
限

る
事
ざ
し
、
死
後
は
貫
家
の
組
問
に
行
く
事
，
こ
し
た
。
同
じ
理
由
か
ら
又
他
人
の
相
績
ど
排
し
た
の
で
あ
っ
て
、

賀
子
な
き
場
合
に
も
、
親
族
を
養
子
ご
し
て
、
こ
れ
に
相
績
さ
せ
る
事
ざ
し
て
ゐ
る
。

徳
川
時
代
は
戦
闘
の
延
長
で
あ
っ
た
か
ら
、
武
士
の
閉
じ
は
、
依
然
注
し
て
専
ら
一
子
相
績
の
制
が
行
は
れ
て

を
り
、
原
則
ご
し
て
は
嫡
長
子
が
家
督
相
績
人
ざ
な
っ
て
全
財
産
を
相
悲
し
、
女
子
は
勿
論
、
他
の
弟
も
皆
其
扶
養

生
受
け
同
一
々
一
肌
冷
川
ご
附
ば
れ
、
山
町
飢
の
名
仁
川
い
ん
や
J
引
か
、
松
山
ら
千
ん
ば
町
一
γ
h
他府税

ω一詐
F
I

…Jrhいザ
ω
の
外
は
冷

か
っ
た
。
此
時
代
の
初
期
に
こ
ぞ
、
戦
闘
の
餅
風
も
あ
っ
た
が
、
卒
和
の
時
代
が
永
く
打
績
い
て
、
最
早
業
必
要
が

な
く
な
っ
た
後
に
於
て
も
、
幕
府
の
枇
曾
政
策
は
、
査
も
此
慣
習
を
改
む
る
事
な
く
、
寧
ろ
不
必
要
に
奮
慣
を
墨
守

し
て
怪
ま
な
か
ヲ
た
。
只
併
し
こ
れ
は
最
初
か
も
武
士
階
級
じ
限
ら
れ
た
事
で
ゐ
っ
て
、
武
士
以
外
の
百
姓
町
人
、

郎
も
一
般
康
民
の
間
に
あ
っ
て
は
、
昔
乍
ら
に
諸
子
分
配
の
慣
習
が
踏
襲
さ
れ
て
を
っ
た
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

彼
等
の
階
級
に
罰
し
て
は
‘
幕
府
を
始
め
諸
大
名
も
武
士
程
直
接
に
干
捗
を
な
き
ゃ
、
寧
ろ
放
任
し
て
ゐ
た
か

ら
、
古
来
の
慣
習
が
葉
値
踏
襲
ち
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
財
産
に
つ
い
て
は
、
被
相
績
人
の
遺
言
相
績
な
原
則

f
L

し
.
遺
言
相
績
は
叉
分
割
相
績
を
原
則
さ
し
て
ゐ
立
。
さ

b
さ
て
彼
等
百
姓
が
齢
、
h
ノ
に
田
地
を
細
分
す
れ
ば
、

耕
作
に
不
便
を
生
じ
、
牧
盆
も
少
く
、
彼
武
士
が
軍
投
に
服
し
難
く
な
る
が
却
く
、
百
姓
も
納
税
の
能
力
を
夫
ふ

恐
れ
が
め
っ
た
か
ら
、
名
主
は
高
二
十
石
以
内
、
卒
百
姓
は
高
十
石
、
土
地
一
丁
以
内
を
所
有
す
る
も
の
に
回
畠
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」噌r

の
分
配
相
描
慣
を
禁
じ
、
こ
れ
に
違
背
し
た
遺
言
を
無
効
ざ
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
百
姓
の
財
産
(
主
と
し
て
不
動
産
)

分
配
に
閲
す
る
唯
一
の
干
捗
さ
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
嘗
時
百
姓
一
か
家
資
分
散
の
本
さ
な
る
を
も
忘
れ
て
、

多
く
も
あ
ら
ぬ
田
畠
を
津
山
の
子
に
分
割
す
る
の
愚
を
笑
っ
て
、
「
タ
ヲ
ケ
」
ざ
い
っ
た
の
が
、
「
タ
ヲ
ケ
」
な
る
語

の
語
原
で
あ
る
さ
い
は
れ
た
程
、
百
姓
の
田
島
分
配
は
極
度
仁
迄
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
営
時
幕
府
の
諦
達

に
も
彼
等
が
品
開
り
に
回
畠
を
分
配
す
る
結
果
を
戒
め
て
、
水
一
存
百
姓
の
水
も
呑
め
な
い
桔
果
芯
な
る
を
戒
め
た
も

の
が
あ
る
。
町
人
さ
て
も
亦
同
様
で
あ
っ
て
、
相
讃
人
の
聞
に
、
均
分
制
若
し
く
は
差
別
制
の
相
違
一
}
そ
あ
れ
、

Fih--
リ
昨
日
〉

r

-

L

1
丘
三
、
J
h
r
2
4
〉
一
f
;
P
J
E
E

〉

ご

〉

:
f
T
F
1
Z

〉

初

心
川
容
市
札
寸
ぃ
ト
ル
I
L
U
Iつ
副

u
f川
い
れ

t
f
j
f川
月
比
リ
ヰ
予
て
立
花

然
る
に
明
治
時
代
の
民
法
は
、
新
奮
共
に
嫡
長
子
を
家
督
相
槙
人
三
し
、
こ
れ
に
杢
財
産
を
相
績
せ
し
む
る
事

さ
規
定
し
、
只
財
産
相
舗
の
み
に
つ
い
て
は
均
分
制
に
採
用
し
た
に
止
ま
る
。

然
ら
ば
我
固
の
法
制
史
で
は
、
古
来
の
財
産
の
自
由
蕗
分
制
か
ら
制
限
蕗
分
制
に
移
っ
た
も
の
ぜ
看
倣
す
ぺ
き

で
あ
ら
う
か
。
欧
羅
巴
に
於
て
も
、
封
建
時
代
に
は
財
産
不
分
割
制
が
行
は
れ
、
財
産
全
部
を
翠
げ
て
長
子
に
相

績
せ
し
む
る
事
セ
、
法
律
上
強
制
し
だ
事
は
あ
る
が
、
我
固
に
於
て
は
鎌
倉
時
代
か
ら
足
利
時
代
に
か
け
て
、
分

割
相
模
が
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
。

一
子
相
震
は
只
戟
同
時
代
の
特
別
な
る
事
情
必
要
か
ら
、
式
士
枇
舎
の

相
績
制
度
ざ
し
て
後
達
し
た
に
止
ま
り
、
徳
川
時
代
は
此
前
代
の
蓮
療
ざ
し
て
、
特
別
事
情
の
失
は
れ
行
ん
に
も
拘

ら
千
、
こ
れ
を
踏
襲
し
た
に
過
ぎ
や
、
斯
る
特
殊
の
相
繭
制
は
決
し
て
封
建
時
代
の
全
部
で
は
な
か
っ
た
。
而
か
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も
全
国
民
か
ら
見
れ
ば
、
少
数
の
武
士
階
扱
丈
で
あ
っ
て
、
大
多
数
の
百
姓
町
人
等
の
牒
民
階
殺
の
閉
じ
は
、
古

来
の
分
割
相
績
が
中
断
せ
ら
る
、
事
な
く
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
n

由
来
武
士
の
如
き
は
、

一
種
の
特
権
階
級

で
あ
っ
て
、
英
行
潟
に
つ
い
て
は
種
々
の
拘
束
を
受
〈
る
事
を
侍
儀
な
く
さ
れ
て
ゐ
化
。
従
っ
て
家
管
財
産
の
相

頼
に
つ
い
て
も
、
今
日
の
華
族
の
如
〈
制
限
を
設
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
業
相
頼
法
は
も
ぜ
よ
ち
一
種

の
特
別
法

εあ
っ

τ普
通
法
マ
」
看
倣
ず
べ
き
で
は
な
い
。

明
拍
の
新
義
氏
一
訟
は
、
此
偶
権
陪
紗
じ
罰
す
る
特
別
訟
を
掛
川
J

て
普
通
払
ど
斜
め
国

一
子
相
棋
制
を
税
同
川
し
て

怪
し
ま
な
か
っ
花
。
こ
れ
亦
我
法
制
史
上
、
相
績
法
の
一
盤
強
に
過
ぎ
な
い
。

古
来
此
盤
強
を
除
い
て
は
、
我
法
制
史
は
財
産
の
分
割
制
度
を
以
て
一
貫
し
て
ゐ
る
。
分
割
相
棋
の
可
否
如
何

は
別
問
題
ざ
す
る
も
、
我
闘
の
経
済
界
に
於
て
、
古
来
飴
り
に
富
ん
忙
も
の
も
出
で
な
り
れ
ば
、
齢
、
，
り
に
貧
し
き

も
の
も
な
く
、
貧
富
の
懸
隔
が
諸
外
国
桂
甚

rし
く
な
か
っ
た
一
原
因
は
、
確
か
に
分
割
相
槙
の
一
般
に
行
は
れ

ゐ
た
事
に
あ
っ
た
ら
う
さ
確
信
す
る
。
ぞ
れ
が
又
総
領
を
中
心
ざ
し
て
の
家
族
聞
の
相
互
扶
助
を
助
げ
て
、
家
族

制
度
の
維
持
に
寄
輿
し
た
事
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

八

民
法
改
正
要
綱
批
判

民
法
の
制
定
以
来
、
親
族
法
及
び
相
韻
法
の
規
定
に
通
じ
て
疑
義
を
生
や
る
こ
ご
が
多
〈
、
伺
指
令
、
訓
A
T
等
の



、

積
出
せ
る
こ
す
」
も
殆
ザ
」
民
法
制
定
以
前
さ
異
な
る
こ
さ
が
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
中
仁
は
裁
判
所
の
判
決
に
依

っ
て
解
樺
の
決
定
さ
れ
た
ち
の
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
。

是
に
於
て
、
大

E
八
年
、
政
府
は
臨
時
法
制
審
議
曾
を
設
け
、
枇
曾
的
接
化
に
適
騰
す
ぺ
き
立
法
の
設
定
に
営

ら
せ
た
が
、
其
内
政
府
は
同
舎
に
向
っ
て
、
民
法
の
規
定
中
に
我
幽
古
来
の
惇
風
美
俗
に
副
は
な
い
ち
の
が
め
る
沼

認
hu
る
が
、
如
何
に
改
正
す
ぺ
き
や
ど
の
諮
問
を
愛
し
、
同
舎
は
こ
れ
に
封
し
て
答
申
を
な
し
た
も
の
が
民
法
親

族
編
中
改
正
要
綱
及
び
民
法
相
績
法
中
改
正
要
綱
で
あ
る
。
就
中
民
法
相
績
編
中
改
正
要
綱
に
は
、
第
一
戸
主
の

死
む
に
似
る
家
首
相
繍
に
於
て
、
市
総
替
相
暗
人
が
被
相
続
人
の
正
系
仲
仲
間
刷
、

配
偶
者
、

及
び
直
系
原
一
尉
仁
劉
し
、

相
績
財
産
中
、
家
を
維
持
す
る
に
必
要
な
部
分
を
控
除
し
た
剰
飴
の
一
部
分
を
分
配
す
る
事
を
要
す
る
事
ざ
し
、

而
か
も
被
相
頼
人
が
、
生
前
行
活
又
は
遺
言
を
以
て
財
産
の
分
配
を
な
し
た
時
は
、
こ
れ
を
認
む
る
事
ざ
し
た
の

は
、
原
則
ざ
し
て
分
割
相
績
を
認
め
た
も
の
で
ゐ
っ
て
、
現
行
民
法
の
規
定
ご
は
、
全
然
支
主
義
を
異
に
し
、

大
護
法
た
る
事
言
ふ
迄
も
な
い
。
こ
れ
を
肯
定
す
る
も
の
は
、
長
子
相
績
が
原
始
的
な
本
能
に
基
づ
〈
人
情
の
後

露
で
は
あ
る
ご
は
い
へ
、
理
論
上
不
会
卒
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
が
階
統
意
識
に
依
っ
て
裏
附
げ
ら
る
、
に
於
て
は
長

子
謝
諸
子
聞
の
利
盆
闘
争
ご
な
る
の
恐
れ
が
ゐ
る
か
ら
、
・
次
子
以
下
に
も
必
や
分
割
を
奥
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
ざ
し
、

又
一
子
相
績
が
我
圃
固
有
の
家
族
制
度
な
り
さ
妄
信
し
て
ゐ
み
も
の
は
こ
れ
を
見
て
一
大
驚
異
さ
な
し
、
若
し
此

要
綱
に
依
っ
て
民
訟
の
改
正
が
行
は
る
、
に
於
て
は
、
個
人
主
義
の
接
頭
さ
な
っ
て
、
折
角
現
民
法
に
依
っ
て
維
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八

持
さ
れ
た
家
族
制
度
が
崩
壊
す
る
か
の
如
く
に
看
倣
す
。
併
し
雨
者
は
共
に
相
積
じ
閲
す
る
法
制
の
稜
蓬
を
無
視

し
誤
解
し
た
も
の
で
あ
り
、
別
し
て
後
者
は
根
本
か
ら
誤
っ
た
観
測
で
あ
る
。
加
之
均
し
く
家
族
制
度
ご
い
ふ
も
、

我
岡
の
モ
れ
は
、
羅
馬
の
北
自
の
如
く
.
親
一
か
子
じ
罰
し
て
生
殺
奥
奪
の
穫
を
奥
へ
ら
れ
た
る
が
刻
弓
極
端
な
も
の

で
な
く
、
殊
に
唐
制
ぞ
採
用
し
て
制
定
さ
れ
た
令
に
於

t
は
、
子
が
組
父
母
父
母
の
同
志
を
艇
や
し
て
、
戸
籍
上

調
立
し
、
又
猫
立
の
財
産
を
所
有
す
る
事
を
許
さ
れ
や
、
又
家
長
の
生
存
中
、
葉
財
産
を
髭
分
す
る
事
を
許
さ
れ

、
あ
る
が
劃
一
号
制
限
は
あ
り
午
ら
、
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C
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加
な
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V
L
J
r
J
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で
あ
り
、
叉
丁
年
未
満
の
男
子
及
び
寡
姉
仁
向
つ
で
も
、

一
家
を
創
立
す
る
の
遣
を
聞
い
て
ゐ
る
程
で
め
っ
て
、

法
梓
上
相
営
家
族
の
人
格
を
認
め
て
ゐ
る
。
武
家
時
代
に
至
つ
て
は
、
組
僚
の
特
殊
地
位
は
認
め
ら
れ
な
い
で
は

な
か
っ
た
け
れ
ざ
も
、
同
時
に
展
子
た
る
家
族
個
人
め
人
格
を
も
認
め
ら
れ
て
、
公
怯
上
じ
は
、
家
長
さ
同
じ
く

会
職
に
就
き
、
功
勢
あ
れ
ば
思
給
に
預
り
、
私
法
上
じ
は
、
其
特
有
財
産
を
認
め
ら
れ
、
財
産
底
分
を
も
な
し
特

化
の
で
わ
っ
て
、
個
人
的
に
も
相
営
費
展
し
て
ゐ
た
。
ぞ
れ
に
も
拘
ら
子
、
職
園
時
代
に
は
、
特
殊
の
事
情
じ
依

っ
て
、
前
に
説
い
た
や
う
な
種
々
の
制
限
を
受
く
る
事
ざ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
法
制
史
上
か
ら
観

τも
、
家
族
制
度
は
古
来
、
不
鐘
の
も
の
で
は
な
く
、
時
代
に
順
臆
し
て
、
多
少
の

盤
化
佐
来
た
し
、
殊
に
個
人
主
義
を
も
加
味
さ
れ
た
。
家
督
相
鰻
人
の
相
額
分
の
比
多
き
は
営
然
で
あ
る
が
、
金

産
相
離
の
如
き
は
既
に
古
来
の
傍
統
的
制
度
で
も
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
ぞ
れ
が
矯
め
親
子
聞
の
情
愛
を
矯
め
、
保



理
に
一
帯
り
、
兄
弟
聞
に
も
n
公
平
を
失
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
障
躍
な
く
こ
れ
を
改
正
し
て
然
る
J

へ
き
で
あ
る
。

こ
れ
さ
同
じ
く
、
現
行
民
法
の
規
定
は
、
著
し
く
男
曾
女
卑
に
飼
い
て
ゐ
る
。
即
ち
民
法
で
は
明
ら
か
に
妻
セ

未
成
年
者
及
び
禁
治
産
者
同
様
無
能
力
者
さ
看
倣
し
て
、
夫
の
許
可
を
受
げ
な
け
れ
ば
重
要
な
る
法
梓
行
殺
を
な

す
事
が
許
さ
れ
子
、
又
女
戸
主
が
入
夫
婦
姻
を
な
す
場
合
、
特
に
反
封
意
士
山
が
表
示
さ
れ
ぎ
る
限
り
、
営
然
家
管

相
績
が
開
始
さ
れ
、
入
夫
が
戸
主
さ
な
る
ご
共
に
、
女
戸
主
の
会
財
産
が
入
夫
に
移
轄
す
る
が
加
き
不
都
A
n
を
生

や
る
。
是
等
も
亦
戦
闘
時
代
以
来
、
殊
じ
武
士
階
扱
に
於
て
女
子
の
人
格
を
認
め
な
〈
な
っ
た
後
の
習
慣
法
律
に
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婚
姻
を
な
す
場
合
に
於
て
は
、
反
訴
の
意
志
な
き
限
り
、
家
督
相
績
を
開
始
せ
，
さ
る
も
の
ご
し
て
、
女
戸
主
の
地

位
を
保
障
し
た
る
が
如
き
は
、
亦
現
行
民
法
の
規
定
吉
正
反
封
で
あ
一
る
が
、
時
勢
の
準
蓮
に
順
臆
し
た
改
正
で
あ

る
。
而
か
も
法

ω精
神
に
於
て
は
、
却
現
法
ざ
い
は
ん
よ
り
は
率
乃
復
奮
さ
着
倣
す
ぺ
き
で
あ
ら
う
。

凡
そ
国
民
生
、
活
ぜ
密
接
の
閥
係
を
有
す
る
法
律
に
あ
っ
て
は
、
法
制
史
上
、
古
怯
替
慣
を
掛
酌
す
る
さ
共
に
、

時
代
の
進
蓮
に
順
臆
し
て
、
趨
営
の
改
農
を
祈
ふ
ぺ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
我
家
族
制
度
さ
民
法
さ
の
聞
係
に
つ
い

て
見
て
ち
、
自
目
的
な
る
外
国
法
の
模
倣
、
古
法
奮
慣
の
無
視
、
乃
至
皐
波

mw反
目
、
政
策
の
利
用
等
が
、
何
れ

も
並
ハ
に
不
成
功
じ
終
は
っ
て
ゐ
る
事
を
立
謹
し
た
。
崎
市
来
決
し
て
斯
る
失
敗
を
繰
返
す
事
な
く
、
慎
重
に
周
到
に

調
査
ぞ
額
け
、
修
正
を
施
し
て
以
て
国
民
生
活
の
充
買
さ
芸
後
展
ご
に
資
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
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